
　　　　

2025 年 12 月 1 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等
・親子遠足、プール活動、夏祭り（マルシェ開催）、運動会、発表会、クリスマスコンサート、その他季節が感じられるおでかけや行事を設定しています。
・避難訓練の実施（年２回以上）

（別添資料１）

家族支援

移行支援

地域支援・地域連携

職員の質の向上

支　援　内　容

・基本的な生活リズムや日常生活のスキル獲得への支援を行います。
・利用児、ご家族の心身の健康状態を把握し、細かな変化への気づき、迅速な対応に繋がるよう観察を行います。
・生活環境、ライフスタイルを把握し、個々に合った環境を整えられるようご家族とも情報共有を行います。

・専門職（OT）により姿勢や運動、感覚機能へのアセスメントを行い、運動機能向上に繋がる活動への取り組みや必要に応じて個々に合った補助的手段の活用について検討、提案を行います。
・感覚への特性を把握し、ご家族と情報共有を図りながら、特性に応じた環境調整を行います。

本
人
支
援

・保護者や子どもの些細な変化に気づき、毎日登園の強みを活かして、迅速かつニーズに応じた対応に努めます。
・家庭で活かせるような関わりを一緒に考え、適宜フィードバックを行うことで保護者が成功体験を重ね、自信を持って育児ができるよう支援を行います。

・移行支援を段階的に進められるよう園との交流機会を計画し、就学前に同年代の子どもと触れ合う機会を作ることで就学に期待できるよう支援を行います。
・就学時期には情報提供やサポートブックの作成の援助を行います。

・切れ目のない移行支援を行うため、関係機関と協働し、学校や園、事業所と積極的に相互訪問を行い、習得したスキルが継続的に活かされるよう情報共有に努めます。
・安心な地域生活が送れるよう関係機関との担当者会議等を開催し、情報共有やそれぞれの役割について協議していきます。

・発達や育児、子育ての悩みが相談しやすい事業所を目指すため、専門性の高い多職種職員を育成していきます。
・専門知識、技術の獲得として、外部からのコンサルテーションや法人内外の研修へ積極的に参加していきます。

事業所名 玉野市児童発達支援センター 作成日支援プログラム（参考様式）

法人（事業所）理念 「元気を創る」

・認知機能についてアセスメントを行いながら、個々の特性を理解し、適切な行動の習得に繋がるよう支援を行います。
・概念理解など、習慣に繋がりやすい方法を用いながら、スモールステップで課題（ニーズ）に取り組みます。
・集団生活やご家庭での生活における行動についての振り返りを通して、適切な行動について検討、提案を行います。

・コミュニケーションの力を整理しながら、個々に合ったコミュニケーションツールの使用やコミュニケーション手段の獲得に繋がるよう支援を行います。
・他者とのやり取りの中で、必要となるコミュニケーションのスキルの向上に繋がるよう、課題の設定ややり取りの経験に繋がる機会を作ります。
・コミュニケーションツールや手段については、ご家族とも検討しながら生活場面での活用に繋げていきます。

・お子様との信頼関係を築き、安定した関わりができるよう支援を行います。
・個々の遊びや関わりのレベルに合わせながら他者と一緒に遊ぶ経験を積み、他者との関わりへの広がりに繋がるよう支援を行います。
・集団での活動に安心して入ることが出来るよう、視覚支援など必要な支援を行い、楽しく参加できた経験に繋がるよう支援を行います。

支援方針

・「できた!」「わかった！」楽しさや喜びが感じられるプログラムで、一人ひとりの発達に合わせた基本的生活習慣、コミュニケーションの基礎、運動動作を伸ばします。
・「来てよかった！」と、子どもも大人も笑顔で楽しく過ごせる場所を目指します。
・玉野市の発達支援の中枢として、「相談してよかった！」と地域から頼られる施設を目指します。

営業時間 送迎実施の有無


